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慶
應
義
塾
大
学
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
は
第
二
次
世
界
大
戦
で
大
き
な

被
害
を
う
け
た
が
、
一
九
四
七
年
の
義
塾
創
立
九
〇
年
を
契
機
に
復

興
に
む
け
て
歩
み
だ
し
た
。
ま
だ
戦
後
の
混
乱
が
続
く
な
か
、
キ
ャ

ン
パ
ス
の
復
興
計
画
を
委
託
さ
れ
た
建
築
家
谷
口
吉
郎
（
一
九
〇

四
―
一
九
七
九
）
は
、
三
田
山
上
と
い
う
場
所
の
も
つ
意
味
に
思
い

を
は
せ
る
と
同
時
に
、
新
し
い
時
代
に
歩
み
だ
そ
う
と
す
る�
�
剌
と

し
た
建
築
空
間
を
具
体
化
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
ま
さ
に
そ
の
時
、

こ
の
構
想
を
実
現
に
導
く
人
物
が
た
ま
た
ま
ア
メ
リ
カ
か
ら
来
日
す

る
。
一
九
五
〇
年
初
夏
の
こ
と
、
彫
刻
家
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
（
一
九

〇
四
―
一
九
八
八
）
で
あ
る
。�

　

キ
ャ
ン
パ
ス
西
南
端
に
建
設
さ
れ
た
「
第
二
研
究
室
」
と
そ
の
一

階
南
側
部
分
の
談
話
室
「
新
萬
來
舎
」
は
、
時
代
の
新
し
い
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
空
間
化
し
よ
う
と
す
る
建
築
家
谷
口
吉
郎
と
、
芸

術
ジ
ャ
ン
ル
や
文
化
圏
を
自
由
に
横
断
す
る
彫
刻
家
イ
サ
ム
・
ノ
グ

チ
の
二
人
が
三
田
で
出
会
い
、
実
現
し
た
稀
有
な
傑
作
に
ほ
か
な
ら

な
い
。
二
〇
世
紀
の
世
界
美
術
史
に
て
ら
し
て
み
て
も
、
建
築
家
と

彫
刻
家
に
よ
る
こ
の
国
際
的
な
共
同
制
作
は
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
ア
ー

ト
・
シ
ー
ン
で
特
筆
に
値
す
る
出
来
事
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

本
講
座
は
、「
谷
口
吉
郎
と
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ

―
慶
應
義
塾
の

近
代
建
築
と
モ
ダ
ン
・
ア
ー
ト
」
と
題
し
、
五
回
に
わ
た
っ
て
谷
口
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と
ノ
グ
チ
に
よ
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
意
味
を
作
品
に
即
し
て
、

具
体
的
に
検
討
し
て
ゆ
く
内
容
で
あ
る
。

　

さ
て
、
慶
應
義
塾
大
学
ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
は
一
九
九
三
年
に
開

設
さ
れ
た
大
学
付
属
の
研
究
所
で
、
現
代
的
な
観
点
か
ら
美
術
、
音

楽
、
演
劇
、
身
体
表
現
、
文
学
な
ど
の
諸
芸
術
を
領
域
横
断
的
に
研

究
し
て
お
り
、
レ
ク
チ
ャ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
催
事
、
研
究
会
、
ア
ー
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

に
関
す
る
講
座
、
さ
ら
に
は
芸
術
家
の
制
作
活
動
に
関
す
る
資
料
を

個
別
的
に
収
集
・
調
査
・
研
究
す
る
ア
ー
カ
イ
ブ
の
活
動
な
ど
を
行

っ
て
い
る
。
ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
が
所
蔵
す
る
ア
ー
カ
イ
ブ
資
料
に

は
、
土
方
巽
、
瀧
口
修
造
、
油
井
正
一
と
と
も
に
、
イ
サ
ム
・
ノ
グ

チ
の
建
築
資
料
が
あ
る
。
今
回
の
こ
の
講
座
は
、
そ
う
し
た
資
料
研

究
を
ふ
ま
え
る
意
味
か
ら
も
、
文
学
部
美
学
美
術
史
学
専
攻
で
西
洋

美
術
史
を
担
当
す
る
と
と
も
に
ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
所
長
も
務
め
て

い
る
私
と
、
ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
（
学
芸
員
）
で

あ
る
柳
井
康
弘
氏
が
五
回
に
わ
た
っ
て
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

今
回
の
講
座
に
つ
い
て
は
新
し
い
試
み
と
し
て
、
慶
應
義
塾
大
学

ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
こ
の
講
座
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
作
成
し
た
。
本
文
中
の
【　

】
内
の
図
版
番
号
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
該
当
箇
所
の
図
版
に
対
応
し
て
い
る
の
で
、
参
照
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
む
ろ
ん
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
さ
れ
な
い
方
も
い
る
だ
ろ

う
か
ら
、
参
考
程
度
だ
が
、
活
用
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
こ

の
講
座
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
慶
應
義
塾
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

「
研
究
所
等
」
↓
「
ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」
↓
「
イ
ベ
ン
ト
・
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
」
と
進
み
、
最
上
段
の
二
〇
〇
四
年
一
月
の
本
講
座
名
を

ク
リ
ッ
ク
し
て
見
て
い
た
だ
き
た
い
（�

�
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�
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新
萬
來
舎
誕
生

　

ま
ず
、
谷
口
吉
郎
と
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
を
紹
介
し
よ
う
。
現
代
日

本
は
世
界
的
に
有
名
な
建
築
家
を
輩
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
日
本
の

現
代
建
築
の
礎
を
築
い
た
代
表
的
な
建
築
家
が
谷
口
で
あ
る
。
愛
知

県
犬
山
市
の
「
明
治
村
」
は
、
有
名
な
ア
メ
リ
カ
の
建
築
家
フ
ラ
ン

ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
の
帝
国
ホ
テ
ル
は
じ
め
、
わ
が
国
の
代
表
的

な
近
代
建
築
を
豊
か
な
自
然
環
境
の
中
に
移
築
し
て
保
存
す
る
機
関

だ
が
、
そ
の
「
明
治
村
」
開
設
に
建
築
家
と
し
て
努
力
し
た
の
が
谷

口
で
も
あ
っ
た
。
日
本
に
お
け
る
近
代
建
築
の
歴
史
的
意
義
を
建
築

家
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
し
た
谷
口
の
使
命
感
が
よ
く
う
か
が

え
る
活
動
で
あ
ろ
う
。
谷
口
の
作
品
に
は
、
島
崎
藤
村
記
念
堂
（
一

九
四
七
）
ほ
か
、
東
京
国
立
博
物
館
東
洋
館
（
一
九
六
八
）、
東
京
国

立
近
代
美
術
館
（
一
九
六
九
）
が
あ
る
。
谷
口
は
ま
た
、
慶
應
義
塾

の
建
築
を
数
多
く
手
が
け
て
も
い
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
前
に
は
慶

應
義
塾
の
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
、
塾
内
で
「
イ
タ
リ
ア
半
島
」
と
呼
ば
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れ
る
高
校
南
側
の
台
地
先
端
部
に
あ
る
日
吉
寄
宿
舎
（
一
九
三
八
）

を
、
そ
し
て
大
戦
で
甚
大
な
被
害
を
蒙
っ
た
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
復
興

の
た
め
に
多
数
の
建
築
作
品
を
の
こ
し
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
次

回
、
柳
井
氏
の
講
義
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

つ
ぎ
に
、
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
で
あ
る
。
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
さ
れ
る

の
は
ア
メ
リ
カ
の
彫
刻
家
だ
か
ら
で
あ
る
が
、
父
は
か
つ
て
慶
應
義

塾
大
学
で
教
壇
に
た
っ
た
詩
人
野
口
米
次
郎
、
母
親
は
ア
メ
リ
カ
人

で
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
一
九
〇
四
年
に
生
ま
れ
た
。
初
め
は
医
学
を

学
び
、
や
が
て
彫
刻
家
を
志
し
た
。
パ
リ
で
彫
刻
家
ブ
ラ
ン
ク
ー
シ

に
師
事
し
、
そ
の
後
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
中
国
、
日
本
な
ど

を
旅
し
て
創
作
の
糧
と
し
た
。
二
〇
世
紀
を
代
表
す
る
世
界
的
な
彫

刻
家
で
あ
る
。
彼
の
彫
刻
の
特
徴
は
、
東
洋
的
も
し
く
は
日
本
的
と

い
う
べ
き
非
常
に
省
略
の
き
い
た
完
結
性
、
抽
象
性
に
あ
る
。
と
同

時
に
他
方
で
は
、
人
物
像
表
現
を
中
心
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
統

を
身
に
つ
け
て
も
い
る
。
し
た
が
っ
て
野
口
の
活
動
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
後
に
顕
著
と
な
る
国
際
性
、
つ
ま
り
西
洋
的
な
伝
統
と
東
洋

的
な
感
覚
を
統
合
し
た
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
特
性
、
言
い
か
え

れ
ば
、
個
別
の
表
現
領
域
を
横
断
す
る
独
特
な
ひ
ろ
が
り
を
帯
び
て

い
る
。
実
際
、
彫
刻
と
い
っ
て
も
単
独
の
自
立
し
た
造
形
作
品
と
呼

ぶ
よ
り
、
む
し
ろ
環
境
デ
ザ
イ
ン
と
い
っ
た
ほ
う
が
ふ
さ
わ
し
い
。

た
と
え
ば
、
パ
リ
の
ユ
ネ
ス
コ
の
本
部
に
つ
く
っ
た
日
本
的
な
石
庭

（
一
九
五
六
―
五
八
）
は
、
一
種
の
環
境
彫
刻
作
品
で
、
彼
の
代
表
作

と
し
て
名
高
い
。
も
ち
ろ
ん
、
素
晴
ら
し
い
単
独
作
品
の
彫
刻
も
多

い
。
庭
園
、
公
園
な
ど
の
空
間
造
形
、
そ
れ
か
ら
室
内
デ
ザ
イ
ン
、

あ
る
い
は
家
具
デ
ザ
イ
ン
な
ど
幅
広
い
造
形
で
、
ま
た
有
名
な
「
あ

か
り
」
と
い
う
照
明
器
具
シ
リ
ー
ズ
は
、
提
灯
に
ヒ
ン
ト
を
え
た
作

品
で
、
全
世
界
で
今
も
な
お
き
わ
め
て
高
く
評
価
さ
れ
、
愛
さ
れ
て

い
る
。

　

ノ
グ
チ
と
谷
口
は
同
じ
一
九
〇
四
年
生
ま
れ
。
奇
し
く
も
第
二
次

世
界
大
戦
後
の
三
田
構
内
で
、
新
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
築
の
た
め

に
出
会
う
わ
け
で
あ
る
。
二
人
は
協
力
し
て
世
界
的
に
モ
ダ
ン
ア
ー

ト
の
傑
作
と
評
価
さ
れ
る
作
品
を
作
り
上
げ
る
こ
と
と
な
る
【
１
―

１
】。
第
二
研
究
室
と
呼
ば
れ
る
建
物
は
、
演
説
館
北
側
に
位
置
す

る
教
員
用
研
究
室
棟
で
、
こ
の
二
人
の
共
同
作
業
か
ら
「
新
萬
來

舎
」
と
呼
ば
れ
る
空
間
が
制
作
さ
れ
た
。
こ
の
部
分
は
第
二
研
究
室

棟
の
玄
関
か
ら
入
っ
て
南
側
に
設
け
ら
れ
た
部
屋
で
、
教
員
と
来

客
、
あ
る
い
は
教
員
と
塾
生
の
語
ら
い
の
場
と
し
て
作
ら
れ
た
。
西

側
に
は
庭
園
を
設
け
、
ま
た
庭
園
内
と
玄
関
外
側
に
置
く
彫
刻
三
点

が
あ
ら
た
に
ノ
グ
チ
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
【
１
―
２
】。
つ
ま
り
、

室
内
デ
ザ
イ
ン
、
そ
の
中
の
家
具
、
暖
炉
、
照
明
器
具
、
ま
た
西
側

の
庭
園
、
彫
刻
が
野
口
の
作
品
で
、
建
築
は
む
ろ
ん
谷
口
に
よ
る
。

ま
さ
に
空
間
総
合
的
な
作
品
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

こ
の
制
作
過
程
で
二
人
は
絶
え
ず
意
見
交
換
を
行
っ
て
お
り
、
建

築
家
と
彫
刻
家
の
、
世
界
的
に
も
稀
に
み
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

 �●
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も
と
づ
く
作
品
で
あ
る
。
大
戦
中
は
銃
口
を
む
け
て
互
い
に
戦
っ
た

日
本
と
ア
メ
リ
カ
と
い
う
二
つ
の
国
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
、
戦
後
初
め
て
、
芸
術
を
と
お
し
て
協
力
し
て
ひ
と
つ
の
作
品
を

実
現
さ
せ
た
記
念
碑
的
作
品
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ

は
と
も
す
る
と
忘
れ
が
ち
だ
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
多
く
の
日
本

人
、
そ
し
て
多
く
の
慶
應
義
塾
の
学
生
が
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。
ま

だ
三
田
の
構
内
も
、
そ
う
し
た
痛
ま
し
い
記
憶
の
さ
な
か
に
あ
っ
た

戦
後
間
も
な
い
時
期
ゆ
え
、
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
学
生
、
塾
員
の
鎮

魂
も
こ
め
て
つ
く
ら
れ
た
作
品
が
「
新
萬
來
舎
」
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
残
念
な
が
ら
こ
の
建
物
と
庭
園
は
新
校
舎
建
築
の
た
め
に
目
下

撤
去
さ
れ
、
工
事
中
だ
が
、「
新
萬
來
舎
」
部
分
は
新
校
舎
建
築
が

完
成
し
た
暁
に
は
再
び
復
元
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

近
代
美
術
の
潮
流

―
純
粋
性

　

二
人
の
作
品
が
結
実
し
た
一
九
五
一
年
、
つ
ま
り
第
二
次
大
戦
後

に
再
び
芸
術
活
動
が
再
開
さ
れ
る
時
期
の
ア
ー
ト
・
シ
ー
ン
、
美
術

の
世
界
的
状
況
を
考
え
て
み
よ
う
。

　

そ
の
た
め
に
ま
ず
、
近
代
美
術
と
は
何
か
、
モ
ダ
ン
・
ア
ー
ト
と

は
何
か
、
と
い
う
問
題
を
確
認
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。「
近
代
」

と
い
う
概
念
は
多
様
な
意
味
を
も
つ
が
、
通
常
は
一
七
八
九
年
の
フ

ラ
ン
ス
革
命
以
後
、
ほ
ぼ
一
八
〇
〇
年
頃
か
ら
を
指
す
時
代
概
念
で

あ
る
。
市
民
た
ち
自
身
の
手
に
な
る
法
律
や
社
会
制
度
、
つ
ま
り
市

民
社
会
の
確
立
が
近
代
と
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
美
術
の
領
域
で
も
お

お
よ
そ
こ
の
頃
か
ら
を
「
近
代
美
術
」
と
呼
ん
で
い
る
。
た
と
え

ば
、
一
例
に
画
家
を
あ
げ
れ
ば
、
ス
ペ
イ
ン
の
ゴ
ヤ
、
イ
ギ
リ
ス
の

タ
ー
ナ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
の
ド
ラ
ク
ロ
ワ
な
ど
の
有
名
な
画
家
た
ち
が

登
場
す
る
時
期
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
趨
勢
が
や
が
て
一
八
七
四
年
か
ら
始
ま
る
印
象
主
義
の

絵
画
に
結
実
す
る
と
い
っ
て
よ
い
。
つ
ま
り
、
や
や
厳
密
に
美
術
に

お
け
る
「
近
代
」
を
論
じ
る
場
合
、
わ
れ
わ
れ
は
印
象
派
の
モ
ネ
、

ピ
サ
ロ
、
シ
ス
レ
ー
、
セ
ザ
ン
ヌ
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
と
い
っ
た
画
家
た

ち
に
近
代
美
術
の
始
ま
り
を
認
め
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
具
体
的
に

絵
画
に
お
け
る
近
代
性
の
特
徴
を
指
摘
す
る
と
き
、
二
つ
の
特
徴
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
。
第
一
に
、「
物
語
」
を
描
出
し
な

い
こ
と
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絵
画
に
は
、
基
本
的
に
キ
リ
ス
ト
教
的
な

テ
ー
マ
、
つ
ま
り
キ
リ
ス
ト
生
誕
の
場
面
や
磔
刑
の
場
面
な
ど
を
描

く
、
と
い
う
宗
教
画
の
伝
統
が
あ
る
。
あ
わ
せ
て
ギ
リ
シ
ア
や
ロ
ー

マ
な
ど
古
典
古
代
の
神
話
を
、
ア
ポ
ロ
ン
や
ビ
ー
ナ
ス
な
ど
神
々
や

英
雄
の
物
語
を
描
く
歴
史
も
あ
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
「
物
語
」
を

否
定
し
、
線
・
明
暗
・
色
彩
の
織
り
な
す
イ
メ
ー
ジ
そ
の
も
の
を
重

視
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
近
代
絵
画
の
第
一
の
特
性
な
の
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
可
視
的
な
世
界
を
忠
実
に
再
現
す
る
表
現
を
「
自
然
主

義
」
と
い
う
が
、
そ
の
「
自
然
主
義
」
の
否
定
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
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人
間
の
肌
は
肌
ら
し
く
、
水
面
は
水
面
ら
し
く
、
眼
に
見
え
る
世
界

を
模
写
す
る
こ
と
、
再
現
的
に
描
写
す
る
こ
と
、
そ
の
否
定
で
あ

る
。
こ
の
二
点
の
特
徴
を
考
え
れ
ば
、
モ
ネ
の
作
品
（
図
１
【
１
―

３
】）
や
抽
象
絵
画
の
登
場
（
図
２
【
１
―
４
】）
に
「
近
代
性
」
が
確

認
で
き
る
だ
ろ
う
。
モ
ネ
の
作
品
の
場
合
に
は
な
る
ほ
ど
、
ま
だ
現

実
表
現
へ
の
志
向
が
働
い
て
い
る
け
れ
ど
も
、
し
か
し
も
は
や
克
明

に
可
視
的
世
界
を
再
現
し
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
。
自
由
に
色
彩
、

明
暗
を
使
い
こ
な
し
て
ゆ
く
。
空
も
水
面
も
建
物
も
同
じ
描
法
で
あ

る
。
抽
象
絵
画
に
な
る
と
、
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
作
品
の
よ
う
に

（
図
２
）、
純
粋
に
線
・
明
暗
・
色
彩
の
世
界
に
な
る
。

　

絵
画
で
は
な
く
、
建
築
に
つ
い
て
も
同
様
の
指
摘
が
可
能
で
あ

る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
建
築
に
不
可
欠
だ
っ
た
装
飾
的
表
現
が
拒
否
さ
れ

て
ゆ
く
時
代
だ
か
ら
で
あ
る
。
建
築
の
装
飾
と
は
一
種
の
物
語
性
へ

の
関
心
と
み
な
し
て
差
し
つ
か
え
な
い
。
万
国
博
を
記
念
し
て
一
八

八
九
年
、
パ
リ
に
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
が
登
場
す
る
。
塔
は
技
術
的
な
産

物
で
建
築
で
は
な
い
と
反
論
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
う
し
た

建
造
物
の
構
造
の
み
を
重
視
す
る
方
向
、
装
飾
と
は
無
縁
に
機
能
性

を
追
求
す
る
方
向
は
、
近
代
建
築
空
間
の
全
般
に
わ
た
っ
て
現
れ
て

く
る
特
徴
と
み
な
し
て
け
っ
し
て
不
当
で
は
な
い
。

　

芸
術
に
お
け
る
「
近
代
」
を
論
じ
た
有
名
な
研
究
書
と
し
て
、
美

術
史
家
ハ
ン
ス
・
ゼ
ー
デ
ル
マ
イ
ヤ
ー
の
『
近
代
芸
術
の
革
命
』
を

あ
げ
て
お
こ
う
。
こ
の
著
書
は
簡
潔
に
、
近
代
美
術
の
四
つ
の
特
性

 �●

図1　モネ〈印象・日の出〉
　　　1873 年　油彩
　　　パリ　マルモッタン美術館蔵

図2　カンディンスキー〈最初の抽象画〉
1913 年　水彩

　　　パリ　ポンピドー・センター蔵

図3　セザンヌ〈ローヴからみたサント = 
ヴィクトワール山〉

　　　1905 年頃　油彩
　　　カンザス・シティ
　　　ネルソン・アトキンズ美術館蔵
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を
指
摘
す
る
。
第
一
に
純
粋
な
も
の
へ
の
関
心
、
第
二
に
幾
何
学
、

ま
た
は
技
術
に
向
か
う
姿
勢
、
第
三
に
自
由
な
意
識
を
あ
そ
ぶ
シ
ュ

ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
姿
勢
、
第
四
に
人
間
の
意
識
の
内
な
る
根
源
を
求

め
て
や
ま
な
い
表
現
主
義
的
傾
向
。
ゼ
ー
デ
ル
マ
イ
ヤ
ー
は
近
代
芸

術
の
近
代
た
る
所
以
と
し
て
こ
の
四
つ
を
指
摘
し
た
。

　

い
ま
は
こ
の
第
一
の
特
性
、「
純
粋�

�
����

�
�
����

」
の
み
に
注
目
し
て

お
き
た
い
。
絵
画
を
あ
げ
れ
ば
、
純
粋
性
と
は
二
次
元
平
面
に
線
・

明
暗
・
色
彩
の
み
に
よ
っ
て
イ
メ
ー
ジ
を
創
出
す
る
こ
と
で
あ
る
。

物
語
や
自
然
主
義
に
イ
メ
ー
ジ
の
成
立
根
拠
を
求
め
な
い
。
そ
の
意

味
で
セ
ザ
ン
ヌ
の
風
景
画
（
一
九
〇
五
頃
）
を
み
て
お
き
た
い
（
図
３

【
１
―
５
】）。
こ
の
作
品
は
、
風
景
画
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
画
面
の

上
半
分
を
隠
し
て
し
ま
え
ば
、
抽
象
画
と
い
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
。

実
際
、
色
彩
の
小
さ
な
タ
ッ
チ
の
リ
ズ
ム
や
色
面
の
組
み
立
て
以
外

に
画
面
に
何
も
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
う
い
う
特
徴
が
絵
画
に
お

け
る
純
粋
性
を
よ
く
示
し
て
い
よ
う
。
こ
こ
か
ら
抽
象
絵
画
の
登
場

（
一
九
一
三
年
）
に
は
ほ
ん
の
一
歩
で
し
か
な
い
。
彫
刻
で
は
、
た
と

え
ば
ブ
ラ
ン
ク
ー
シ
の
〈
空
間
の
鳥
〉
と
い
う
作
品
を
あ
げ
て
お
く

（
図
４
【
１
―
６
】）。
こ
こ
で
も
、
日
常
わ
れ
わ
れ
の
眼
に
す
る
鳥
、

翼
を
持
っ
た
鳥
の
フ
ォ
ル
ム
の
再
現
で
は
な
く
、
石
や
木
、
金
属
で

つ
く
る
マ
ッ
ス
（
塊
量
）
そ
の
も
の
に
鳥
の
運
動
そ
の
も
の
を
託
す

姿
勢
が
よ
く
で
て
い
る
。
建
築
で
は
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
〈
ヴ
ィ

ラ
・
サ
ヴ
ォ
ワ
〉（
一
九
二
九
―
三
一
）
を
み
れ
ば
よ
い
（
図
５
【
１
―

７
】）。
こ
こ
で
も
、
装
飾
を
否
定
し
た
非
常

に
幾
何
学
的
な
、
や
や
心
細
い
よ
う
な
柱
と

壁
面
が
別
荘
建
築
を
構
成
し
て
い
る
。
幾
何

学
的
な
が
ら
繊
細
き
わ
ま
り
な
い
。
一
切
余

計
な
も
の
は
持
た
な
い
純
粋
性
が
見
事
に
造

形
さ
れ
て
い
る
。
以
上
、
風
景
画
、
彫
刻
、

建
築
に
つ
い
て
純
粋
性
を
指
摘
し
て
き
た
。

近
代
美
術
の
特
性
と
し
て
、
ま
ず
「
純
粋

性
」
を
念
頭
に
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ

れ
は
、
現
代
に
い
た
る
ま
で
継
承
さ
れ
て
ゆ

く
特
性
で
あ
る
。
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図4　ブランクーシ〈空間の鳥〉
　　　1924 年金属
　　　フィラデルフィア美術館蔵

図5　ル・コルビュジエ〈ヴィラ・サヴォワ〉
　　　1929 － 31 年
　　　パリ近郊　ポワシ
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近
代
美
術
も
う
ひ
と
つ
の
特
牲

―
日
常
性

　

と
こ
ろ
が
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
世
界
に
、
こ
う
し
た
近
代
性
の

特
徴
た
る
純
粋
性
に
対
抗
す
る
新
し
い
関
心
が
浮
上
す
る
。そ
れ
が
、

「
ポ
ッ
プ
・
ア
ー
ト
」
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
で
被
害
を
蒙
ら

な
か
っ
た
ア
メ
リ
カ
が
芸
術
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
と
い
う
事
情

も
作
用
し
て
い
る
。
ポ
ッ
プ
は
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
、
大
衆
性
を
意
味
す

る
。
こ
こ
で
は
む
し
ろ
、
純
粋
性
抽
象
性
を
志
向
す
る
が
ゆ
え
に
理

解
に
難
し
い
抽
象
的
世
界
よ
り
も
、
ひ
ろ
く
わ
れ
わ
れ
が
日
常
で
接

す
る
わ
か
り
や
す
い
イ
メ
ー
ジ
を
主
題
と
す
る
関
心
が
重
視
さ
れ

る
。
消
費
社
会
の
申
し
子
の
よ
う
な
「
広
告
」
が
イ
メ
ー
ジ
の
核
心

を
し
め
る
こ
と
に
な
る
。
マ
リ
リ
ン
・
モ
ン
ロ
ー
や
プ
レ
ス
リ
ー
、

そ
し
て
コ
カ
コ
ー
ラ
。
あ
る
意
味
で
は
わ
か
り
や
す
さ
、
イ
メ
ー
ジ

と
し
て
共
有
で
き
る
世
界
を
重
視
す
る
方
向
と
い
っ
て
よ
い
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
に
は
、
近
代
美
術
の
純
粋
性
を
追
求
す
る
方

向
と
、
現
代
美
術
の
特
性
と
い
う
べ
き
大
衆
文
化
の
持
つ
広
が
り
へ

の
志
向
と
が
明
確
に
現
れ
て
く
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
美
術
の

状
況
は
と
り
あ
え
ず
そ
う
考
え
て
よ
い
。

　

純
粋
性
の
追
求
と
い
う
意
味
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
戦
後
美
術
を
先

導
し
た
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
ポ
ロ
ッ
ク
の
活
動
が
典
型
的
だ
。
ポ
ロ
ッ
ク

は
カ
ン
ヴ
ァ
ス
を
ア
ト
リ
エ
の
床
の
上
に
お
き
、
そ
の
上
を
絵
具
を

滴
ら
せ
な
が
ら
身
体
自
体
を
動
か
し
て
描
い
て
ゆ
く
方
法
を
と
っ
た

【
１
―
８
】。
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
と
も
呼
ば
れ
る
こ
の

方
法
は
、
文
字
通
り
何
も
具
体
的
も
の
は
表
現
し
な
い
。
身
体
運
動

そ
の
も
の
が
直
接
に
線
や
色
を
つ
く
っ
て
ゆ
く
絵
画
で
あ
る
。
純
粋

性
の
追
求
は
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
作
家
ポ
ロ
ッ
ク
に
結
実
を
み
た
と

い
っ
て
過
言
で
は
な
い
。

　

他
方
、
大
衆
文
化
の
広
が
り
と
い
う
点
で
、
英
国
の
作
家
リ
チ

ャ
ー
ド
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
作
品
を
み
て
お
き
た
い
（
図

６
【
１
―
９
】）。
奇
妙
な
タ
イ
ト
ル
だ
が
、〈
い
っ
た
い
何
が
今
日
の

家
庭
を
こ
れ
ほ
ど
変
え
、
ま
た
魅
力
的
な
も
の
に
し
て
い
る
の
か
〉

（
一
九
五
六
）
で
あ
る
。
コ
ラ
ー
ジ
ュ
（
貼
り
合
わ
せ
）
の
形
式
で
、

よ
く
わ
れ
わ
れ
が
手
に
す
る
よ
う
な
広
告
媒
体
、
ポ
ス
タ
ー
や
ち
ら

し
な
ど
の
印
刷
物
の
一
部
を
切
り
抜
き
、
貼
り
合
わ
せ
て
作
品
と
し

て
い
る
。
こ
の
作
品
は
、
も
し
室
内
の
床
の
上
に
あ
る
テ
ー
プ
レ

コ
ー
ダ
ー
を
パ
ソ
コ
ン
に
お
き
か
え
て
よ
け
れ
ば
、
今
日
の
わ
れ
わ

れ
の
日
常
そ
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
中
央
に
は
肉
体
美
を
誇
っ
て
い
る

男
性
と
日
焼
け
サ
ロ
ン
に
い
る
よ
う
な
女
性
の
姿
が
お
か
れ
て
い
る

け
れ
ど
も
、
現
代
で
健
康
が
い
か
に
過
剰
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る

か
を
思
う
と
、
こ
の
作
品
の
鋭
さ
は
誰
し
も
認
め
ざ
る
を
え
な
い
と

こ
ろ
だ
ろ
う
。
画
面
中
の
イ
ン
ス
タ
ン
ト
缶
詰
食
品
、
情
報
メ
デ
ィ

ア
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
幼
児
性
な
ど
な
ど
、
消
費
社
会
の
欲
望
に
み

ち
た
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
イ
メ
ー
ジ
は
列
挙
す
る
ま
で
も
な
い
。
こ
う
し

 �●
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た
ポ
ッ
プ
な
イ
メ
ー
ジ
の
増
殖
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
先
取
り
す
る
ハ
ミ

ル
ト
ン
の
作
品
は
、
や
が
て
ア
ン
デ
ィ
・
ウ
ォ
ー
ホ
ル
は
じ
め
多
く

の
作
家
た
ち
が
歩
む
道
す
じ
を
開
拓
し
た
と
い
え
よ
う
。

　

こ
う
し
た
大
衆
文
化
の
持
つ
広
が
り
へ
の
関
心
は
同
時
に
、
た
だ

た
ん
に
ア
メ
リ
カ
的
な
大
衆
文
化
や
消
費
社
会
的
イ
メ
ー
ジ
だ
け
に

と
ど
ま
ら
ず
、
世
界
の
多
様
な
文
化
、
あ
る
い
は
民
族
的
な
ひ
ろ
が

り
へ
の
関
心
と
連
動
し
て
も
い
た
。
ポ
ッ
プ
・
ア
ー
ト
は
一
九
五
〇

年
代
半
ば
以
後
に
登
場
す
る
か
ら
、
む
し
ろ
こ
う
し
た
世
界
文
化
的

な
関
心
の
ほ
う
が
先
導
し
て
い
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。
な
ぜ
な
ら
、

美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
を
舞
台
と
す
る
伝
統
的
な
芸
術
観
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

中
心
的
な
世
界
観
に
疑
問
符
を
つ
き
つ
け
る
芸
術
家
た
ち
は
す
で
に

二
〇
世
紀
初
頭
か
ら
少
な
く
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ

う
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
関
心
は
第
二
次
世
界
大
戦
を
機
に
、

戦
後
の
豊
か
な
ア
メ
リ
カ
で
大
き
く
躍
動
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
は
、
そ
う
し
た
状
況
を
背
景
に
登
場
し
た
ア
メ

リ
カ
の
俊
英
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
。
谷
口
吉
郎
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留

学
を
経
験
し
、
日
本
に
お
け
る
近
代
建
築
の
独
自
な
あ
り
よ
う
を
確

立
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
二
人
の
意
思
は
お
よ
そ
異
な
ら
な
い
。
日

本
文
化
の
育
ん
で
き
た
フ
ォ
ル
ム
、
日
本
人
の
日
常
の
場
に
固
有
な

造
形
を
追
究
し
つ
つ
、
し
か
も
そ
れ
に
拘
束
さ
れ
ず
、
そ
れ
を
の
り

こ
え
、
世
界
に
つ
う
じ
る
普
遍
的
で
純
粋
な
表
現
を
実
現
す
る
こ

と

―
こ
れ
が
、
二
人
を
結
び
つ
け
た
近
代
的
な
芸
術
理
念
で
あ
っ

た
。
そ
の
実
現
が
「
新
萬
來
舎
」（
一
九
五
一
）
と
い
う
傑
作
に
ほ
か

な
ら
な
い
。

　
〔
ま
え
だ　

ふ
じ
お　

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
教
授
・
慶
應
義
塾
大
学

ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
所
長
。
西
洋
美
術
史
・
芸
術
学
。
一
九
七
四
年
慶
應

義
塾
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
美
学
美
術
史
学
博
士
課
程
修
了
。
主
要
業

績
―
『
伝
統
と
象
徴
』（
編
著
）
沖
積
舎
、
二
〇
〇
三
年
。
ゲ
ー
テ
『
色

彩
論
』（
共
訳
）
工
作
舎
、
一
九
九
九
年
。『
朝
日
美
術
館　

パ
ウ
ル
・
ク

レ
ー
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
五
年
。〕

　
※
〈
ラ
ジ
オ
た
ん
ぱ
〉
慶
應
義
塾
の
時
間
（
現
・
ラ
ジ
オ
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｅ
Ｉ
）

で
平
成
十
六
年
一
月
に
放
送
さ
れ
た
も
の
を
、
今
号
よ
り
隔
月
で
連
載
す

る
予
定
で
す
。掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、加
筆
修
正
を
ほ
ど
こ
し
て
い
ま
す
。

ラジオNIKKEI　谷口吉郎とイサム・ノグチ�� ●

図6　ハミルトン〈いったい何が今日の家
庭をこれほど変え、また魅力的なも
のにしているのか〉　

　　　1956 年　コラージュ
　　　個人蔵


